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フリーランス協会のビジョンとミッション

2

～自分の名前で仕事をしたい人のためのインフラ&コミュニティ～

誰もが自律的なキャリアを築ける世の中へ

公助への働きかけ × 共助の仕組みづくり × 互助の場づくり × 自助のサポート
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会員規模

3

より多くの、より多様なフリーランスの声を集めるため、

調査票配布対象者の拡大を目指しています
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会員総数 一般会員数

(会員総数）(一般会員数）

※2023年10月31日現在

（有料会員、無料会員、SNSフォロワー） （有料会員） （提携コワーキングスペース含む）

99,482人

会員総数

238社

法人会員数

15,715人

一般会員数 会員総数

99,482

一般会員数

15,715

会員総数：実態調査の調査票配布対象者となる母集団
一般会員数：当協会の運営を年会費で支える有料会員数
法人会員数：ベネフィットプラン提供や市場創出で連携する企業数
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フリーランス人口推計
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出典：「フリーランス実態調査結果」 （令和２年５月 内閣官房日本経済再生総合事務局）
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/zensedaigata_shakaihoshou/dai7/siryou1.pdf

2020年時点の「広義のフリーランス」人口は462万人
その後もコロナ禍を経て、増加していると考えられる
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多様化するフリーランス人材
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出典：フリーランス協会「独立・副業の手引き」に加筆・加工
https://www.freelance-jp.org/start_freelance

アナウンサー

通訳

ネイリスト

エステティシャン料理研究家

俳優

イベント
プロデューサー

習い事講師

研修講師

フラワー
コーディネーター

フリーランスと一口に言っても、職種や働き方は千差万別

メイクアップ
アーティスト

TVカメラマン

音声 舞台制作

ベビーシッター
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独立系フリーランス
＝兼業人材

（雇用関係なし）

副業系フリーランス
＝副業人材
（雇用関係あり）
 ※派遣・アルバイトを含む

経営者
（法人成り、
マイクロ法人）

個人事業主
（開業届提出者）

すきまワーカー
（定年退職者、
主婦、学生など）

小規模事業者

雇用×
経営者

雇用×
個人事業主

雇用×
すきまワーカー

雇用×
雇用

業務委託契約など
（請負契約・
準委任契約） 雇用

業務委託契約など
（請負契約・
準委任契約）

雇用 起業 雇用雇用

「特定の企業や団体、組織に専従しない独立した形態で、
自身の専門知識やスキルを提供して対価を得る人」

⇒ 雇用ではなく、業務委託・自営で
会社の看板ではなく、自分の名前で

広義のフリーランス

6

出典：フリーランス協会「独立・副業の手引き」に加筆・加工
https://www.freelance-jp.org/start_freelance
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フリーランスと労働者の違い
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働き方の裁量（自律性）と経済自立性を前提に、

事業リスクを負う責任と覚悟を持った「自律的な働き方」
（一部の準従属労働者には対策が必要→それはまた別の議論）

著名人、タレント

プロフェッショナル
（独立自営業者）

プロフェッショナル
予備軍

（副業人材を含む）

準従属労働者、偽装フリーランス

雇用制度

事業者＝競争法による保護労働者＝労働法による保護

企業の「働き方改革」
が流動化を後押し
・副業解禁
・リモートワーク
・限定社員
・週休3日制
・裁量労働制…

再就職支援or労働者に準じた保護を要検討

・場所/時間/業務量の制約（人的従属性）
・特定取引先への経済的依存性が高く、
雇用主が定めた就労規則や雇用条件で働く

（経済的従属性）

・就労場所/時間/業務量の裁量あり（自律性）
・不特定多数の取引先と、双方合意した契約条件で働く
（経済的自立性）

取引先数、
交渉力、
裁量、
専門性、
スキル、
実績 etc.

※特定企業に対する従属性が高く、業務実態が労働者に近い

フリーランス
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当事者たちの課題認識
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Q. :フリーランスや副業をするといった新しい働き方を
日本で選択しやすくするためには、何が必要だと思いますか？ 

n=869

63.6

59.6

52.0

51.3

49.9

47.1

46.5

45.9

44.5

42.7

40.0

38.3

38.3

37.4

35.3

25.5

15.1

6.3

- 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

出産・育児・介護などの セーフティネット（休暇や所得補填）

健康保険組合

厚生年金

フリーランスと被雇用（会社員）を自由に行き来できる仕組み

多様化・高度化するフリーランスに適した仕事を増やす仕組み

企業における、フリーランスに対する偏見や誤解の是正

フリーランス同士のネットワーキング・協働ができる仕組み

労災保険

企業に対する、契約時の条件明示の義務付け

金融機関や不動産会社等における社会的信用の確立

企業に契約内容の決定・変更・終了ルール明確化を指導・義務付け

企業に対し、契約の履行を確保させる制度や仕組み

企業とのトラブル時の相談窓口の設置

スキルアップ/キャリアアップ支援・助成の仕組みの整備

ジョブマッチング機関（業務委託版ハローワーク）の整備

ハラスメント（セクハラ、パワハラ、マタハラなど）の防止策整備

労働時間規制

その他
出典：フリーランス協会「プロフェッショナルな働き方・フリーランス白書2019」
https://blog.freelance-jp.org/20190306-3534/
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フリーランスの環境整備の進捗
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2018年3月厚生労働省「雇用類似の働き方に
関する検討会報告書」の５（１０）総括で挙
げられた事項等を基に、平田が加筆整理

https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/00002007

51.html

ジョブマッチング機関
（業務委託版ハローワーク）

厚生年金
（一階建て、

障害年金・遺族年金に格差）

ハラスメントの防止
（セクハラ、パワハラ、

マタハラなど）

失業保険

健康保険
（傷病手当金・出産手当金が無い、
健診が手薄、高い保険料負担）

契約の履行確保

キャリア支援・助成
（教育訓練給付金、職業訓練受講

給付金）

労災保険
（保険料は自己負担、

職種制限あり）

契約内容の決定・変更・終了
ルールの明確化

最低報酬

出産・育児・介護の
セーフティネット

（出産手当金・育児休業給付金・
介護休業給付金が無い）

契約条件の明示

トラブルの相談窓口労働時間規制

業務トラブル対策
Business Trouble

事業リスク対策
Business Risk

ライフリスク対策
Life Risk

当事者間でも賛否両論 働き方に中立なセーフティネットやルールが必要
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労災保険加入意向について

調査期間：2023年6月23日（金）～ 7月16日（日）

10
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調査概要

46.3%

53.6%

調査期間：2023年6月23日（金）〜 7月16日（日）

調査方法：オンラインのアンケート調査フォームによる回答収集

   告知方法：フリーランス協会メールマガジン・公式SNS

回答数：総回答数 843名（内 フリーランス・パラレルキャリア活動者 824名)

調査主体：一般社団法人プロフェッショナル＆パラレルキャリア・フリーランス協会

性別 年代

フリーランス歴 居住地

回答者属性

(n=824/単一回答 )

※小数点以下第二位四捨五入

(n=824/単一回答 )

44.2%

53.8%

2.1%

男性

女性

回答しない

5.5%

23.8%

37.4%

25.7%

7.6%

20代

30代

40代

50代

60歳以上

7.8%

21.1%

27.9%

20.1%

23.1%

6ヶ月未満

6ヶ月～2年未満

2～5年未満

5～10年未満

10年以上

(n=824/単一回答 ) (n=824/単一回答 ) 2.4%

2.5%

27.8%

32.4%

8.7%

1.2%

14.7%

4.1%

5.6%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40%

北海道

東北

関東（東京を除く）

東京都

中部

北陸

近畿

中国・四国

九州・沖縄

海外

(n=364)

(n=443)

(n=17)

(n=196)

(n=308)

(n=212)

(n=63) (n=45)

(n=308)

(n=308)

(n=212)

(n=212)

(n=212)

(n=20)

(n=21)

(n=229)

(n=267)(n=72)

(n=10)

(n=121)

(n=34)

(n=46)

(n=4)
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労災加入意向（純粋な気持ちと保険料全額自己負担での加入意向）

Q.労災保険に加入したいと思ったことはありま
すか。

Q.労災保険に保険料全額自己負担（特別加入制度）で加
入できるとしたら、どう思いますか。

ある

68.3%

ない

31.7%

ぜひ加入したい

9.3%

前向きに加入を検討したい

42.1%

特に加入したいとは思

わない

26.6%

加入したかったの

で既に加入した

1.5%

わからない

20.5%

※労災保険制度とはー労働者の業務上の事由または通勤による労働者
の傷病等に対して必要な保険給付を行い、あわせて被災労働者の社会
復帰の促進等の事業を行う制度です。

※すでに加入済みの方も、純粋にお気持ちとして感じる方をお選びくださ
い。

(n=563)

(n=261)

(n=824/単一回答 ) (n=824/単一回答 )

※小数点以下第二位四捨五入

労災保険の加入意向 全額自己負担での加入意向

労災保険に加入したいと思ったのは約7割。保険料自己負担での加入意向は約半数

(n=77)

(n=347)

(n=219)

(n=12)

(n=169)



Copyright 2023 Freelance Association Japan  All rights reserved.
13

保険料全額自己負担でも加入したい理由（1/2）

Q.よろしければそのように思われる理由について教えてください。（自由回答）

※労災保険に保険料全額自己負担で加入したいかに「ぜひ加入したい」「前向きに加入を検討したい」「加入したかったので既に加入した」の
いずれかを選んだ回答者（n=436）のうち任意の自由回答欄記入者 n=245

セーフティネット

会社員時代は加入していた

費用と保障のバランス

病気や事故で無収入経験

働き方によらない制度設計への要請

契約上求められる

業務上必要
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保険料全額自己負担でも加入したい理由（2/2）

一人職場なので、自分の体
が資本。健康にトラブルが
あった時の補償が全くない
のは不安。現在所得保険を
かけているけれど、傷病手
当や休職などの補償があれ
ば安心して働ける。

家族を養っているので。会
社員時代よりも保障がない
ため。

過去に何度か入院していま
す。フリーランス（自営
業）だとまったく無収入に
なり、いっきに生活が破綻
します。少なくとも労災に
当たるものについてはカ
バーしてほしいとずっと
願っています。

会社員であってもフリーラ
ンスであったも、労働災害
が起きる可能性があること
から、その備えとしての公
的保険がフリーランスにな
いのはおかしい為。

実際にはウーバーの配達員
としての特別加入を検討し
てますが、それ以外の業務
での事故の際には当然対象
外と考えられるので、その
部分も込みで加入できるも
のがあればいいと思ってま
す。

海外のクライアントとの契
約書に保険加入が義務とし
て書かれており、とりあえ
ずはフリーランス保険に
入っているが、本当はこれ
では不十分と思われるから

業務を遂行する上で、大手
の工場などに入場するため
に必要なことから加入して
います。加入していると現
場で作業をしていても安心
感があります。

既にＩＴフリーランス支援
機構様で労災保険に特別加
入している。

業務上の移動などで事故に
遭うリスク等があると考え
るため。ただ、収入が限ら
れる中で全額自己負担は加
入をためらうことにもつな
がると思う。

業務中に怪我をしてしばら
く仕事が出来なくなった事
があるから、その時も完治
するまで収入が無くなり生
活に苦労したので

リモートワークでワーケー
ションなど、移動時の災害が
心配

もし経費にできるのであれ
ば加入しても損はないのか
なと思います

現状の業務時の損害保険の
金額が高く、内容も不明瞭
（前例がないなど）のため
常に調べている状態です

工事現場や高所での通訳業
務もあり、万一のケガなど
で長期間仕事ができなくな
ると一番怖いのは、収入源
を断たれることだから。

在宅勤務が多いので、労災
の定義がどうなるのか分か
らないが、国民健康保険制
度の一環で労災保険に入れ
る（気楽に入れる掛金）な
ら検討してみたい

個人事業主は自分自身で自
らを雇用しているようなも
のと考えられるわけなので、
事業主として必要なコスト
を自ら負担する前提の上で、
自らの労働者としての側面
に基づいて各種社会保障を
受ける権利があると考える
から。

受託業務のほとんどが医療
機関であるため（労災保険
でどこまでカバーされるか
は分かりませんが）施設特
有のリスクに備えておきた
いと思ったため。
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保険料全額自己負担では加入したくない理由

59.5%

46.6%

34.0%

20.9%

12.6%

9.0%

8.8%

6.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

保険料の支払いが負担になるため

自分の働き方では労災認定されるような事由が発生しないと思うため

自分の働き方で労災認定されるか分からないため

保険金がどのくらいおりるのか分からないため

加入手続きが面倒そうなため

保険金請求手続きが面倒そうなため

労災以外の制度で救済されると思うため

その他

【「特に加入したいとは思わない」選択者】
Q.よろしければそのように思われる理由について教えてください。あてはまるものすべてをお選びください。(n=388/複数回答 )

※小数点以下第二位四捨五入

保険料の負担感に加え、労災事由の発生自体が起きづらいという意識が強い

(n=231)

(n=181)

(n=132)

(n=81)

(n=49)

(n=35)

(n=34)

(n=24)
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「特に加入したいとは思わない」
「わからない」

16

【職種別】労災加入意向と加入したくない/わからないと感じる理由(1/2)

(n=92/複数回答 )

※小数点以下第二位四捨五入

職種により、加入意向だけでなく、加入しない理由についても異なることがわかった

ぜひ加入したい

6.9%

前向きに加入を

検討したい

42.9%

特に加入したいとは

思わない

24.9%

加入したかったの

で既に加入した

1.6%

わからない

23.8%

ぜひ加入したい

13.7%

前向きに加入を

検討したい

39.2%

特に加入したいとは

思わない

28.8%

加入したかったの

で既に加入した

2.0%

わからない

16.3%

62.0%

41.3%

38.0%

16.3%

14.1%

6.5%

9.8%

8.7%

0% 20% 40% 60% 80%

保険料の支払いが負担になるため

保険金がどのくらいおりるのか分からないため

自分の働き方で労災認定されるか分からないため

自分の働き方では労災認定されるような事由が発生しないと思うため

加入手続きが面倒そうなため

保険金請求手続きが面倒そうなため

労災以外の制度で救済されると思うため

その他

46.4%

60.9%

33.3%

17.4%

7.2%

15.9%

4.3%

7.2%

0% 20% 40% 60% 80%

保険料の支払いが負担になるため

保険金がどのくらいおりるのか分からないため

自分の働き方で労災認定されるか分からないため

自分の働き方では労災認定されるような事由が発生しないと思うため

加入手続きが面倒そうなため

保険金請求手続きが面倒そうなため

労災以外の制度で救済されると思うため

その他

クリエイティブ・Web・フォト系

(n=189/単一回答 )

エンジニア・技術開発系

「特に加入したいとは思わない」
「わからない」

(n=69/複数回答 )(n=153/単一回答 )
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「特に加入したいとは思わない」
「わからない」

17

【職種別】労災加入意向と加入したくない/わからないと感じる理由(2/2)

(n=32/複数回答 )

※小数点以下第二位四捨五入

コンサルティング系

(n=75/単一回答 )

出版・メディア系

「特に加入したいとは思わない」
「わからない」

(n=36/複数回答 )
(n=66/単一回答 )

ぜひ加入した

い

13.3%

前向きに加入

を検討したい

42.7%

特に加入したいとは

思わない

29.3%

加入したかったので

既に加入した

1.3%

わからない

13.3% 50.0%

50.0%

28.1%

28.1%

12.5%

6.3%

6.3%

12.5%

0% 20% 40% 60% 80%

保険料の支払いが負担になるため

保険金がどのくらいおりるのか分からないため

自分の働き方で労災認定されるか分からないため

自分の働き方では労災認定されるような事由が発生しないと思うため

加入手続きが面倒そうなため

保険金請求手続きが面倒そうなため

労災以外の制度で救済されると思うため

その他

ぜひ加入したい

12.1%

前向きに加入

を検討したい

33.3%
特に加入したいとは思わない

36.4%

加入したかったので既

に加入した

0.0%

わからない

18.2%

69.4%

66.7%

33.3%

13.9%

13.9%

0.0%

5.6%

5.6%

0% 20% 40% 60% 80%

保険料の支払いが負担になるため

保険金がどのくらいおりるのか分からないため

自分の働き方で労災認定されるか分からないため

自分の働き方では労災認定されるような事由が発生しないと思うため

加入手続きが面倒そうなため

保険金請求手続きが面倒そうなため

労災以外の制度で救済されると思うため

その他
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参考：加入の必要性を感じていない人たちの声（2020年7月の会員ヒアリング）

●ライター（30代）
家で仕事をしている限りは良いのですが、出張仕事は若干
関わりますね。移動も多いので…入れたら良いかな、とは
ちょっと思っていましたが。
一応、民間保険で今はカバーできていると思います。

●広報（30代）
基本的に自宅で仕事をしているため、仮に病気や怪我に
なっても、業務に起因することを証明するのが難しいよう
に思います。労災認定される可能性が低いことを考えると、
保険料を負担してまで入りたいとは思わないです。

●コンサルタント（30代）
そもそも労災を気にしたことがなかったです。
保険料を払うくらいなら、自分で気をつける、その他の保
険でカバーする感じです。

●英会話講師（40代）
労災に入ろうという発想がありませんでした。個人で傷害
保険などに入っているので、そちらでカバーされるかなと
漠然とイメージしていました。

●営業コンサルタント（40代）
自分が自分の雇用主ですし、ニーズはあまり感じません。
強いて言えば休業補償給付とその他の保険給付（障害補償
給付など）はあった方がいいかなと思わなくもないですが、
自分でも手当できるし、年金でも保障されているので、相
当保険料が安くなって「共助」の意味合いが強くならない
限りは加入の動機にはならなそうです。

●エンジニア（40代）
エンジニアの労災は、ほぼほぼメンタルヘルス関連で、そ
の他は、あって交通事故くらいでしょうか。
サーバーラックが倒れてきた？パソコンが爆発した？作っ
たロボットの反乱？等はあまりない気がします。
というわけで、労災はあまり魅力を感じないですね。

●リサーチャー（40代）
調査業務を在宅で行っている場合、保険料を自己負担して
まで労災保険に入りたいという思いはないですかね。

●労務・人事スペシャリスト（40代）
労災に加入したいとは思わないです。
補償の問題ですよね。労災ではない形で補償については考
えるほうがいいかなぁと思ったりしています。

働き方を考慮した際の労災認定のハードルの高さや、
民間保険と比較した際のメリットを感じ切れていないことが背景にうかがえる

加入促進をするならば、労災認定の基準や認定され得る具体的ケースについて
職種別に整理し、加入メリットを訴求していく必要性があると考えられる
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参考：健康診断受診状況と健康診断に関する考え

Q.あなたは健康診断を受けていますか Q.健康診断についてのお考えに近いものをすべて選んでください。

定期的（1年に1回以上）

に受けている (n=454)

55.1%

たまに（2，3年に1回

程度）受けている 

(n=208)

25.2%

ほとんど受けていない（3年以

上受けていない） (n=162)

19.7%

60.1%

55.8%

25.0%

18.7%

7.3%

7.2%

6.9%

4.1%

3.6%

5.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自分の体の状態を知ることができるので受け

ておきたい (n=495)

病気のリスクを早期発見するために受けてお

きたい (n=460)

お金がかかるので受けづらい (n=206)

時間がかかるので受けづらい (n=154)

いつ受ければ良いかわからない (n=60)

どこで受ければ良いかわからない (n=59)

業務上受診が必要なため受けておかなければ

いけない (n=57)

健康に不安がないので必要ない (n=34)

近くに受けられるところがないので受けづら

い (n=30)

あてははまるものがない (n=46)

(n=824/単一回答 )

※小数点以下第二位四捨五入

(n=824/複数回答 )

健康診断を定期的に受診しているフリーランスは55.1%

健康診断受診状況 健康診断についての考え
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業務起因による発病・通院について

調査期間：2023年10月20日（金）～調査継続中

20
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現在の年間収入年齢

21

調査概要（中間報告）

現在の形態での就業期間（フリーランス歴）月間稼働時間

男性
42.6%女性

53.2%

性別

回答しない 4.2%

※小数点以下第二位四捨五入

調査期間：2023.10.24-2023.11.06（調査継続中）

調査方法：オンラインのアンケート調査フォームによる回答収集

   告知方法：フリーランス協会メールマガジン・公式SNS

有効回答数：217名 (内 フリーランス・パラレルキャリア活動者 216名)

調査主体：一般社団法人プロフェッショナル＆パラレルキャリア・フリーランス協会

40代
34.3%

50代
23.1%

30代
28.7%

20代
5.1%

60代以上
8.8% 200万円未満

19.9%

400-
600万円
未満

13.9%

200-
400万円未満

28.7%600-
800万円
未満

10.2%

800-
1,000万円
未満

8.8%

1,000万円
以上

13.0%

わからない
答えたくない

5.6%

20時間未満

20～60時間未満

60～100時間未満

100～140時間未満

140～200時間未満

200～250時間未満

250時間以上

4.6%

14.8%

13.4%

23.1%

32.9%

7.9%

3.2%

6ヶ月未満

6ヶ月～2年未満

2～5年未満

5～10年未満

10年以上

7.9%

18.1%

31.0%

25.0%

18.1%
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ある

11.1%

ない

87.0%

わからない/答えたくない

1.9%

22

フリーランスの業務起因で発病し、通院したことのある割合

Q.業務中に負傷、または業務起因で発病し通院したことがありますか？ (n=216/単一回答 )

(n=188)

(n=4) (n=24)

※小数点以下第二位四捨五入

業務起因で発病し、通院したことのあるフリーランスは1割
（回答者数が216名と少ないことに留意が必要）
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事象発生時の状況（1/3)

Q.差支えのない範囲で、その時の状況を具体的に教えていただけますか。
・どのような業務をしている時に
・どのような状況で
・どのような事故、病気となった
というようにご記載いただければと思います。

(n=22/自由回答/任意 )

エンジニア・技術開発系

⚫ 通勤中に交通事故にあった (40代女性)

⚫ 電車移動による腰痛 (40代男性)

⚫ プログラム開発の時に 全体計画の遅延の状況で人手不足になって 過労で筋肉を痛めて怪我をした

 (40代男性)

⚫ 一般人的な階段の往来などだが、頻繁。セキュリティのためコピーを取るにも三階分行来したため 

痔による大量出血で、入院輸血。ガンが見つかり、手術。手術をするので10日休むと言ったら

契約解除された (50代男性)

⚫ 通勤途上で怪我をした (60代男性)

クリエイティブ・Web・フォト系

⚫ 舞台の公演中に肩の筋肉が軽い肉離れになった。(20代男性)

⚫ 交通事故 (40代女性)

⚫ 打ち合わせの帰りに階段でつまづき、足を捻挫した。 (40代女性)
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事象発生時の状況（2/3)

映像制作系

⚫ 撮影が続いている時に体調不良・発熱が起きました →リスケできなかったため、通院しながら

死ぬ気で頑張りました。(30代男性)

⚫ 地質調査の会社に所属していた際、仕事が重なりストレスからヘルニアを発症。

更に上司との不和により、ストレスから糖尿病に。(30代女性)

⚫ 直接の原因ではないが、地方へ出張中にコロナに感染した。 (50代男性)

企画系（マーケティング・広報など）

⚫ 工場の取材をしている時に 工場内の環境とスケジュールの関係で、 熱中症からの過呼吸になった。

(30代女性)

コンサルティング系

⚫ ニンゲン関係ストレス(50代男性)

事務・バックオフィス系

⚫ 座りっぱなしの長時間業務による頭痛や腰痛、胃痛 (30代女性)

⚫ 会計事務所で、多忙でスキルが追いついてなくて常に劣等感があった。うつ病になった。 (40代女性)

⚫ 担当者との打ち合わせ中、呼吸困難、不正脈 (50代)
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事象発生時の状況（3/3)

(n=800)

通訳翻訳系

⚫ お店の装飾中に、棚が倒れてしまい 指にヒビが入った (20代女性)

⚫ 長時間の業務によるひどい腰痛 (30代女性)

医療福祉系

⚫ 車椅子介助で車椅子がバランスを崩し 介助者である自分が怪我をした。(50代男性)

芸術系

⚫ COVID-19に罹患。劇場において不特定多数と接する業務であり、同時に他の罹患者も発生したため、

感染経路不明ではあるが労災（特別加入）の対象となった。(40代男性)

教育系

⚫ 仕事先へ向かう途中、階段で足をねん挫した (50代女性)

その他と回答した方（職業：工場労働者）

⚫ 私は食品工場で働いていましたが、重量物を抱えて冷凍庫にいたため、腰を負傷しました。(50代男性)
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災害防止、安全衛生に向けた取組み

26
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フリーランス向けベネフィットプラン（順次拡大中）

27

無料会員でも使える

スタンダードベネフィット一覧

一般会員だけが使える

プレミアムベネフィット一覧

年会費1万円
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WELBOXの提供（2017年～）

28

災害防止、安全衛生に向けた取組みとして、
一般会員（有料会員）向けに健康診断・人間ドックの割引を提供

（全国3,000施設で、第二親等まで利用可能）
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「収入・ケガ・介護の保険」の提供（2017年～）

29

万が一の病気やケガで就業不能になった場合の所得補償制度を
全国中小企業団体中央会の団体割引でお得に提供
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「収入・ケガ・介護の保険」の概要

30

出典：2023年度「フリーランス協会の収入・ケガ・介護の保険」パンフレット P.3-4
https://www.freelance-jp.org/pdf/income_compensation.pdf
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出典：2023年度「フリーランス協会の収入・ケガ・介護の保険」パンフレット P.5-6
https://www.freelance-jp.org/pdf/income_compensation.pdf
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オンライン学習プラットフォームの提供（2020年～）

32

さまざまな職種に向けた職能スキル向上のための教材のほか、
税務、働き方、リーダーシップなど多様なテーマで、

6000本以上のオンライン動画コンテンツをいつでも受講可能
（Udemy for IBM SkillsBuildも6ヶ月間無料受講)

「健康」に関するコンテンツの例 ※2023年11月現在。コンテンツは予告なく変更・終了する場合があります
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フリーランス向けガイド本の出版（2023年）

33

プレスリリース https://blog.freelance-jp.org/20230616-18755/

『フリーランス&副業で働く！実践ガイド (日経ムック)』
2023年6月発行

前作『フリーランス＆“複”業で
働く！完全ガイド』 (2018)は、
好評につき3刷まで増刷
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メルマガ・オウンドメディア・セミナーでの情報提供と啓発

メルマガ開封率は常時40%前後、オウンドメディア記事はSNS・noteで拡散

※2024年度は、健康推進に携わる法人会員企業らと連携し、
啓発キャンペーン「フリーランス健康月間」を実施検討中
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